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Summary  

Inordertoぬprovethee琉ciencyofasolardq血gsysteminwhichagreenhouseforg柑indr勇ng  

isused，heat－COueCtionperformancesofthegreenhousewerestudied．Ablackorbluevinylsheetwas  

putonthe鮎orinsidethegreenhouseasaheat－COllectionsurface，andthenitwasusedasanaircoト  

Iector．Radiation characteristics，Changes oftemperature and humidityin the airinside the green・  

house．and the heat collection ef鮎iency wereinvestigated oneach surface．It＼＼，aS found that，from  

theseⅥeWPOints，theblackvinylsheetismostef鮎ientforheatcollection・   

Theheatcoi！ectione琉ciencywhichisadaptedforthehousecouectorunderanon－Stationaryoper・  

atingconditionwasproposed．Thee触iencywasmeasuredsimplyandquicklyandthenshowedby  

multiplere訂eSSionformulas．Amethodofcalculationoftheheat－COllectionarea触edforthed  

SCalebythesebmu払swaspresented．  

Keywords：SOlargrain・d草加g，greenhousefordrying，heatcollection，radiantbalance，  

noかStStionarye疏ciency．  

また従来のハウスと輿なり酢勘こ制作できる敷物乾燥尊  

用の安価なハウスの利用といった経済性は考慮されてい  

ないのが実情である。このような観点から，炎熱櫻を考  

えたときの日射盈について問題となる点に閲し検附しそ  

の解決策を示し4），さらに安価で簡単なハウスの尭熱特  

性についても考察してきた5）。   

本戦では，この考えを進めハウスの炎熱性能を主に炎  

熱効率から考察し同時にその向上策についても検討した  

ので報告する。まずハウスを空気式コレクタとして通風  

乾燥に用いる場合，従来から温水寺乳 空気式コレクタな  

どで使用きれている瞬時効率や終日効率¢）を求める必賓  

がある。そこでハウスが定常的な状態にあるときの爽験  

からこの効率を計算し，これに及ばす外気温皮，湿凰  

日射厳，面積，送風魔の影響や効率が簡柳こ予測できる   

エ 緒  

太陽熱利用穀物乾燥は，乾燥における省エネルギ対策  

のみならず今後は乾燥穀物の品質（特に内観品質）の向  

上を図るという滋味からも考えていく必賓があろう。穀  

物に閲し高度に発達した戯米機械化体系が確立している  

我周で太陽熱乾燥を利用する場合，乾燥速度，処理能力，  

経済性，労働力軽減という立場から穀物乾燥用ハウス  

（以下乾燥ハウスという）を用いた放射乾燥と通風乾燥  

が有望であり1），前者では現爽に爽用化されている例も  

ある2）3）。しかし，当然であるが現在使用されているハ  

ウスでは目的が異なるので，その発熱性能の検肘方法や  
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回帰式を算出した。   

しかし，この効率はハウス外側に送風機を設置しその  

内部で加熱された空気を連続排風する実験から求まり，  

また乾燥規模にあった朱熱商機を求めるには送風蕊をか  

えた多くの実験が必繋となるので，かなりの時間と労力  

を消蟹する欠点がある。そこで，本鞘ではこのような大  

きなハウスコレクタに適する非定常的な授作条件で求め  

られる効率の茶漬方法を挽楽した。この方法はハウス内  

の送風機を利用しで測嚢できるので爽験が簡単でしかも  

短時間で良いことが特徴である。この効率を輿なる面積  

をもつハウスについて求め従来の方法で算出した効率と  

比較しその妥当性を定性的に確かめた。   

ハウスがコレクタとして簡便的に利用されるとき，そ  

の炎熱性能は低く，また土塊嚢蘭からの水う｝蒸発によっ  

てハウス内の空気の湿度ほ増加しその乾燥ポテンシャル  

が低下する。したがって，これを防止しかつハウスの炎  

熱性能を向上きせるため，墨色シートを澄くことを考え  

た7）。シートを用いた場合の効果をそうでない時との比  

較爽験により考察した。  

Ⅱ 放 射 特 性   

1）放射収支 乾燥ハウス内の放射流れは！対1のようで  

ある。王Y，Ilがハウス外，ハウス内水平面全天日射盈を，  

Il，Ⅰ2がハウス内床面（炎熱漸という），外壁而の反射  

日射蕊を，LRl，LR2．LR3が糸熱蘭と内壁軋 炎熱而  

と周l乳 外壁面と周囲との長波放射螢を衆す。集熱性能  

を考えるとき，炎熱蘭に供給されるエネルギすなわち純  

放射厳が，また放射損失である反射日射慶，濃淡放射螢  

がどの程度であるかが蕊要である。   

次にこれらを考察してみる。放射収支より，ハウス外  

壁面上の純放射畿Qaは，   

Qa＝Iv－‡2－LR3   

また，炎熱面上の純放射螢Qbは，  

Ql）＝1t－Ⅰ－－LR－一丁－LR2  

（1）  

（2）  

で与えられるる）。ただし，qは壁面の艮披透過率である。  

このQa，Qbは図1で①，②の位置に放射収支計をおけ  

ば麗竣測窟が可能である。炎熱軋 外壁面の反射日射蕊  

は，  

ⅠⅤ；ハウス外水平面日射乳It；ハウス内水平面朋寸乳Il；炎熱樹皮射日射螢  

Ⅰ2；外壁面反射盈，LRl；炎熱面と内壁面の皮波放射盈  
LR2；炎熱面と層閻の濃淡放射乳LR3；外壁函と倒閣の艮波放射蕊  

図1乾燥ハウスの放射流れ  

Fig・1－ Radiant鮎wof群でe油ousefordryil鳩   
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寮l．放射敦測定結果  

Tablel．Measurementresultsofradiation  

炎 熱 面  コンクリート   督色シー ト   黒色シート   

実験月 日  8月30日   9月7日   9月2日   

透 過 率  0．690   0・625   0．65（5   

娘  
日射澄It  299   262   282  

熟  168（0．56）   142（0，54）   216（0．76）  

而  101（0．34）   9S（0．37）  16（0．06）  

上  30（0．10）  22（0．09）  50（0．18）   

外  
「凋寸宣Ir   433   419   430  

壁  純放射敦Qa   285（0．66）   277（0．66）   319（0．74）  

面                    反射蕊王2   72（0．16）   83（0．20）   11（0．03）   

上  艮波紋射螢LR3   76（0．18）   59（0．14）   100（0．23）   

単位は透過率を除きすべてW／m2  

通常いわれる値9）よりかなり小さい。これはハウスが建  

てられてからすでに5年繚過しているので，その劣化に  

よるものと推定される。反射率ほ当然衆面の色により差  

が生じ，黒色シートは0．06と棲めて小さく，常色シート  

とコンクリートはそれぞれ0．37，0．34とほぼ同程度の値  

となった。しかし，鹿波放射螢をみると鵜色シートが他  

に比べかなり大きな偲を示す。   

岡衣には，この炎熱面の相違を見るため，上述の炎熱  

面上と外壁面上における放射収支より，この両者の場合  

について供給日射盈，純放射蕊，艮披放射鹿，反射日射  

盤を示している。また，括弧内の催は，供給日射澄に対  

するそれぞれの蕊の割合を同時に衆す。ただしこの計算  

では壁面の長波透過率は0を使用した。炎熱面上の場合  

で有効慮と考えられる純放射鹿を見てみると，黒色シー  

トほ0．76であり，脊色シート，コンクリートの0．54，  

0．56と大きな差がみられた。この差は放射損失のうちの  

反射銅寸魔の相通によって生じたことがわかるであろう。  

外壁面上の場合も同様の結果が得られているが，脊色  

シート，コンクリートでは，解熱面皮射日射畿が減少す  

るので，その分納放射駿のおめる割合が大きくなり，い  

ずれも0．66となる。以上，牧射収支という観点からみて  

黒色シートの集熱衝が有効であると考えられる。   

Ⅰ－＝AI．   

王2ニAyl，＋㌦Il  

と走裁できる。ここで，偽‥‰は基軸面，感瀾の反射乳  

㌦ほ壁面の透過率を毅す。区lで，③，④の位鑑に日射  

慶をおけば，貰v．Itが，⑤，⑥に日射盤を避向きにして  

澄けば，Ⅰい王2がき則麗できる。また長波放射螢ほ，式1，  

2より  

LR3ニⅠ，－Ⅰ2－Q。   

LRl＋rlLR2＝；1t－Il－Qb  

となり，式5，6の右辺がすべて測定可能蕊であるから，  

間接的に求められる。  

2）実像結束 実験に供しか、ウスは，遺さ10汀1，帽  

3m，面機30m2で，壁衝ほ，強化ガラス繊維ポリエス  

テル波叔，集熱面はコンクリートでできている（以下  

FR‡〉ハウスという）。ハウス内外の日射，放射の測定は，  

全天日射劇，放射収支計を用いた。炎熱面がコンクリー  

ト．脅色シート（ポリエチレンシート），無色シート  

（塩化ビニールシート）の吻合について，6時から18時  

までの積算厳で上述の各螢を比校すれば嚢1のようであ  

る。実測による壁面の透過率は0．62から0．69の問にあり，  
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は熟聯寸で行った。とくに空気温度の測定ほ，日射の影  

響を受けないよう検出諦をアルミ箔で覆いその上端を空  

気が淀まないよう穴をあけて行った。図は日射が存在す  

る昼間の結果を衣すため，胤l変は外壁軋 内壁面，茶熱  

面の順に高くなっている。すなわち，熟は炎熱商から空  

気そして壁面へと流れていることがわかる。この種発か  

ら，式7で乾燥に利用できるエネルギは炎熱螢GC釣  

（Tai－Ta。）であり，この蕊は右辺終2項に依存し集熱両  

温度Tsに大きな影響をうける。しかし，炎熱而の相違  

による炎熱而温度の比較は，その温度自体が日射蕊によ  

り変化するので，ハウス内空気温度と炎熱両温度との差  

とその間に得られた日射蕊との稗欝螢による比すなわち   

∩   
ト 

Ll・・  

を定盤して行えば良い。ここでnは測定データの数で  

ある。これは供給されたエネルギがどれだけ空気に伝達  

されたかを致す億である。βは鼠色シートで0・040で轡  

Ⅲ 温度，湿度変化   

1）ハウス各部の温度変化 乾燥ハウス内の空気の熱収  

支は   

c祖RaVa＋GCa（Tai－Ta。）＝  

hw（Tw－Tai）Aw＋hs（Ts－T乱i）As   （7）   

で与えられる10）。ここで，T：温度（Oc），t：時間（h），  

R：密度（kg／m3），Ⅴ：容楷（m3），G：空気質盈流蕊（kg／  

m2h），C：比熱ひ耽gOc），hw，b＄：内壁商と空乳 炎熱  

商と空気の熟伝達率（W／m20c），添え字孔W，Sは，空  

気，壁面，炎熱衝をまた2番目の沿え字i，0は，ハウ  

ス内，ハウス外を衆す。さて，この熱収支を利用し炎熱  

而が輿なった場合，ハウス各部の温度変化はどのような  

影響をうけるかを考察した。閣2ほFRPハウスの炎熱  

爾が顔色シートであるときの温度変化例を示す。温度測  

定は，壁1軌 範熟而は放射温度酎で，ハウス内外の空気  

／■‾・－・．．．．．．．＿  
′ 、  

／ 
／果敢面温度  

黒色シート（9月5日）  
＼ 

、、  錮憾400w／m2  

、、       ＼  
＼  

＼  

＼  

＼  

ヽ、  

／  
／   

／  

内壁簡温度  
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図2 基熟函が黒色シートである場合の温度変化  

Fig．2．Changeoftemperaturewhenheatconilectionsuぬceisblackvinysheet   
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色シートの0．022，コンクリートの0．032よりも高く，炎  

熱性という点からも優れていることがわかった。  

2）ハウス内のシートによる水分増加の防止効果   

ハウス内壁究申の水分を絶対湿度で寂しこれに影響す  

る園子を考察してみよう。図3（a），（b）は他の条件がほ  

ぼ同程度で，シート有り（a，熊色）とシート触し（b）に  

ついてハウス内外空気の絶対湿度の経時変化をみたもの  

である。爽験は，長さ5．5m，帽3．Om，高さ1．7m．  

面機16．5m2，容積28．1m3の壁爾が塩化ビニール，免  

熟面が土壌からなるハウスで行った（以下塩ビハウスと  

いう）。ハウス内外の絶対過度は，その相対湿度を湿度  

計で測定し換務して求めたものである。図ではハウス内  

外空気の絶対湿度の差も同時に示す。両者の外気湿度は  

田平均で0・0086kg収g▲（a），0．0087kg侃g，（b）とほほ伺じ  

であるが，ハウス内空気の湿度ではシートの有る場合は  

0・0143kg噸で搬しの場合の0．0175kg佃〆に比べ著し  

く水分が少なくなっている。   

さて乾燥ハウス内の炎熱函がコンクリートでなく土壌  

（
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図3 絶対湿度の繚時変化  

Fig．3．Changeofabsulthumidity   
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また固よりシートがあればWは′トさい催を示すから水  

分増加の防止効果があると考えられる。シートがあって  

も前述のようにこの偲が0にならないのは，ハウス内を  

完全に敷きつめることが閣嫌で露出した地嚢蘭が生じ，  

水分は蒸発し若干増加するからである。シートの効果を  

みるためその有醜を嚢すダミー変数Ⅹ1（有り1，無し  

0），また未測定の土壌水分盈がWに及ぼす影響を考  

慮して前日の天候を嚢す変数Ⅹ2（乗降輌1，降雨0）  

を用いて蕊回帰分析を行った。その結果  

W＝25．2－0．i14T－0．279¢－1．934Ⅹl－0．691Ⅹ2  

（ご＝0．840）  （9）   

を得た。ただし，どほ蕊相関係数である。ここで95％水  

準で有意となる変数軌 Ⅹ1を用いて発すと，  

W＝29．1－0．333¢－2．09Ⅹ1（r＝0．825）（10）   

となる。この式で¢がノトさいほど，シートがないとき  

（Ⅹ1＝0），．Wほ増加することになり上述した考察とよ  

く脚・致する。蕊相関係数の倍からこれらの変数以外に土  

である場合の水分収支ほ   

R識V花＝川e－Ha溝＋G乱。－HaI）（8）  

であたえられる11）。ここで，H：絶対湿度（k紳gり，He：  

土塊楽所温腰における飽和絶対湿度（kg侮り，As：炎熱  

両面機（m2），L：水分移動孫数（1くg／m2h（kg／kgり）であ  

る。シートを地衣蘭に隙間ができないようi馴ナ麟 シート  

は水分を透過しないからハウス内空気の水分増加はない  

はずである。すなわち，式8で定常を考えればその増加  

水分蕊W＝G恥正一托Jは蒸発水分放い軋－HJ森  

で衆されシートがあれば0になる。したがってこの畿を  

求めればシートによる水分増加の防止効果を推走するこ  

とができる。図4（a），（b）は増加水分鹿と日平均の外究  

温度T。（Oc）と相対湿度¢（％）との関係をシートの  

有無別に示したものである。Wと¢との問にはかなり  

商い相関がみられ，¢が小さいときWは大きくなるこ  

とがわかる。すなわち空気の相対湿度が低ければ土塊表  

面での水分蒸発は盛んになるから当然Wは大きくなる。  
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園4 ハウス内空気の水分増加螢に及ぼす外気温皮・湿度の影響  

Fig．4．Effectsofoutside－airtemperatureandhumidityonincreaseinairmoisturecontentinsidegreenhouse．   



乾燥ハウスの集熱性能について  181  

反射日射盈の透過蕊を無視すれば式1のQaと山致する。  

左辺節二，節三項が戌波放射，右辺姉山牒が対流，第≡  

項が伝導，解義項が蒸発による熱損失で，第二項が有効  

に利用される基熟慮であるから，効率砥は  

壌水分儲などを加えればさらに純度の商い式が搾られる  

が，測定の困難さなどを考えれば式10は実用上十分満足  

できるものと思われる。  

GCa（T；li－T。a。）  Ⅳ 集 熱 効 率   

1）窟歯 ハウスのコレクタとしての性能は基数効率で  

発すことができる。ハウス外に送風機を設牽しハウス内  

で加熱された空気を吸引する場合を考える。この時のハ  

ウス全体の熱収支は，  

（ト‰）IvAw＋LR3A、Ⅴニh，（Tw鵬Ta。）A、V   

＋GC…l（T。…－Ta。）－Ks普A＄十RaV‘lCa豊＋   

RwVwCw・十軋Ⅴ花十G（Hai－H；、。）］γ  

（11）   

で与えられる12）。 ここで，Ks：炎熱面熱伝導率（W／  

mOc），転：外壁両と外気との熱伝達率牌／m之Qc），Z：集  

熱削こ譲渡方向の距維（m），γ蒸発潜熱㈲撤g），で  

ある。上式の左辺はハウス外壁面上の純放射螢で基熱而  

（12）  私＝  
Ⅰ、・Aゝ   

と定義される13）。ここで効率の計算時闊を10分間，終日  

にとれば，それぞれ瞬時効率，終日効率といい，遜償に  

利用されている効率となる。この効率はハウスむ定常的  

な操作条件で使用しているので，‰を走常効率と呼ぶ  

ことにする。   

次に，ハウス内空気温度を外気温庶とほぼ同程度にし  

てから，ハウスのすペての出入nを閉ざし武将聞経過  

乱宥機Ⅴ（m3）の空気が温度オ㌦だけ上界した場合を  

考える。Jjt時間後のハウス全体の熟収支ほ，  

QaÅw∠jt＝転（Tw－T。。）Awdt－Ks（dTs／dz）As∠t  

＋R払Ⅴ。CadTai＋RwVwCwdTw  （13）   

である。ただし，水分の蒸発ほ無視する。ここで，空気  

50  ○シート無し  
△脅色シート  

汀墨色シート  
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の得る熱愛は右辺第三填であるから効率玖，は  

RaV8C∫▲』Tai  

2）実験結果  

（1）定常効率 塩ビハウスで，その側壁外側に紋贋し  

た送風ファンで内部空気を排出しながら，10分間隔で温  

風 湿度，日射鼠，放射盤を測嘉した。ハウス内空気を  

排机する場合の流蕊を知るために熱線風速計で管内風速  

を測嘉した。測定は，英俊開始時と終了時とその中間の  

3乱 数径方向に7点計測しその平均をとった。これに  

管の断面積を衆ずれば送風盈が求まる。粂熱面が黒色  

（トり  り】－＝  

ⅠvAsdt   

として求まる。この効率はハウス内空気温度の非定常状  

態で算出しているので，非窟常効率と呼ぶことにする。  

‰は実験が簡単でしかも矧刷りで求まるという特徴を  

もつ。  

5  10  15  20  25  

時間（分）  

5  10  15  20  25  

時IN（分）  

図6 非定常練作におけるハウス内空気温度の変化錘）下降畔b〉上昇時  

Fig・6・Chageofinsidcairtehperatureundernon－Stationaryoperatioll（a）wi1endroped（b）whenraised．   
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Q押／m2）で来すことにすれば  

1rlQニ0．622＋0．762‡n王，＋0．5461nV  

－3．90×10脚7lnX3  

（ー＝0．982）   

シート轡色シー トそして土壌の3通りについて8時か  

ら17時までの9時間測建し式12で終日効率？sを求めた。  

この効率と水平面日射漫（り，送風蒐（Ⅴ）との関係を  

図5（a），（b）に示す。効率は50％以下とくに30％以下が  

多いが，冒射魔が小さく送風螢が大きいとき高くなる。  

図で罵色シート，督色シート，土壌の順で効率は高く  

なっており，シーートの有無とくに異色シートの有効性が  

推測零れる。蕊回帰式では，  

（16）  

をうる。熊色シートのとき炎熱蕊は轡色シートより多く  

なる。   

次に，ハウス面積の影響を考察してみよう。面積  

29．6m2のハウスを歌作し輿色シートのみ澄いて8日間  

実験を行った。その結果効率は  

In私ニ9．00－0．236lnIv＋0．536hV－1．07lnAs  

（㌻＝0．932）  （17）   

となる。効率が日射蕊，送風蕊の減少とともに増加する  

のは式15と同じであるが，それ以外に面積が小さくなる  

と大きくなることを示す。ハウスを効率よく利用するに  

は函載を広くするだけでなく，乾燥規模に適した面積に  

することが蕊質である。軋 上紀の据帰式は，日射蕊  

Ivが80－600Ⅵりm2，送風慶Ⅴが0．15－0．65m3／s，商機  

Asが15－30m2の範囲で求められた。  

1n恥＝5．76－0．3111nIv＋0，6561nV  

＋2・60×10剛7lnXl  

（ー＝0，932）  （15）  

と衆される。ただし，この盆回帰式における対数変換で  

は，Ⅹ1＝0のときInXl＝－999999をとるようにしであ  

る。したがって，この式でⅩ1ニ＝0でほIn私は0．26だけ  

減少する。効率は日射畿が小さく送風蕊が大きくそして  

シートがあるとき（Ⅹ1＝1），大きな倦をとる。さて，  

シートの青色と黒色の差が基数性能に及ぼす影響を検肘  

した。ダミー変数Ⅹ3を導入し黒色シートのとき1常色  

シートのとき0とし，（12）式の分子で来される炎熱蕊  

△ dT＝3分・＋【コ上汀七10分  

◎J汀曇5分  △』T＝＝15分  

●
 
 

0  0      0  
●  0  

0g o  
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△  △瓜△   

400   300  200  100  

銅寸螢Iv（w／m2）  

回7 非延滞効率に及ぼす時間間‡滴の影響  

Fig．7．E鮎ctoftimeirlterValonllOn・Stationarye抗ciency  
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とがわかる（b）。このとき加時間経過後の温度上昇  

dT8…が式14の計算基礎となるからJ如の取り方が蕊婁で  

ある。その例として図7に一如を3，5，10，15分に  

とって計算した結果を示す。Jjtを大きくとれば効率は  

低くなっている。これは経過時瀾が増加しても温度上昇  

はそれに比例して線形的に増加していないからである。  

この億は，非定常を衆すハウスの熱収支式（式13）が成  

立すか間隔に取れば良い。しかし実験結果からその判定  

は困難であるため本報では爽験開始後，平衡偶の63％に  

適する催となる時間（時定数）をdtとした。l裏18（a）   

（2）非定常効率 この効率を求めるには，まずハウス  

内に紋粧してある送風ファンを駆動し内部空気を排出す  

る。そして空気温度がほぼ外気温皮と等しくなったとき，  

送風フアンを停止しすべてのハウスの出入日を閉じる。  

それから加時間経過したときの空気温魔の上昇を測定  

する。ハウス内空気温度は，熱電対に直接凪が当たらな  

いようにして3点測定しその平均で来した。閣6ほ，  

FRPハウスでの空気温度変化を示す。（a）によれば温度  

は送風開始から約5分で360cフうーら200cに低下する。  

送風停止して10分経過すれば温度はほぼ平衡に適するこ  

（a）   コンクリート面  

○ 面積108m2  
◎ 面稗381m2  
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乾燥ハウスの炎熱性能について  185  

は炎熱面積が108m2，381m2（基軸蘭がコンクリート）  

の場合について非定常効率を示したものである。面相を  

広くしても効率は上がらず，塩ビハウスで得られた定常  

効率と同様の傾向を示す。同園（b）は，基軸蘭の差をみ  

るため定常効率と同様騒色シート，轡色シートそしてコ  

ンクリートの各城合について効率を求め比較したもので  

ある。効率は20－40％の倍をとり，輿色で敢も多く，蘭  

色，コンクリートの順になっていることがわかる。以上  

の結果を回帰式で来すと  

クリート耐で面積を変えた結果ほ，  

筏－＝46．3－－4．17×10…2Iv－3．81×10…2A＄  

（ど＝0．933）  （19〉  

でAsは炎熱面積（m2）を教す。これらの式より効率の  

予測が町掛こなった。この間式はIvが100－600W／m2，  

Asが100－400m2の範囲で成り立つ。   

次にここで得られた効率を利用して設定された乾燥規  

模に適した炎熱面積を求めてみよう。そ・のフローチャー  

トは園9に示した。乾燥すべき平均的な穀物蕊が設定さ  

れると除去すべき水分螢が計算できこれと付加熱温から  

乾燥に必賓な熱愛Qr（kⅥr）が算出され，太陽熱依存率g  

を用いて必賓炎熱畿ぎQr（描7）が得られる。叫九 乾燥  

シーズンの平均的な日射盈が与えられると17．19式で集  

玖－＝48．7－5．90×10刷2Iv＋乙20Ⅹl  

（r＝0．948）  （18）  

である。ここでIvは銅寸螢（Ⅴ／m2），Ⅹ1はダミー変数  

でシートがあるとき1，錬いとき0である。またコンク  

図9 炎熱面積を求めるフローチャート  

Fig．9．Flawc王IartOfcalculationforcoliectionarea   
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熱面穂Asを試行錯誤的に設定して効率が計辞され，炎  

熱螢Qj（kW）は   

効率はいずれも日射鹿，面積が小さいとき大きくなり，  

累色シートを償いた場合最大となった。またこの効率を  

用いて乾燥規模にあった炎熱面積の算出方法を例として  

示した。  
（20）  Qj＝れA8／100   

で求まるから  

Qj≧ぎQ．・   （21）  参 考 文 献  
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を満足すれば，この億が適正な炎熱面相となる。  

（例）1日700kgのもみを20％wふから14％軋b．ま  

で乾燥する。  

付加熱蕊25Ⅶ此g，日射鼠王vが300Ⅵりm2，送風盈Ⅴ  

が0．5m3／sとすると必翠炎熱盈ぞQrが3100Ⅵ7，Asを  

30m2とすれば，効率？は37乳Qjは3330Wとなり21  

式を補足するので両種は30m2でよい。  

Ⅴ 摘  要  

乾燥ハウスを利用した太陽乾燥の効率をあげるため集  

熱性能が検討された。  

（1）乾燥ハウスの朱熱性能を向上させ，ハウス内土壌  

からの水分蒸発を防止するためシートを置きハウスにコ  

レクタとしての機能を持たせた。   

〈2）東灘蘭が男装色，皆色，コンクリート衝である乾燥  

ハウスの放射特性を検討した。放射損失では長波放射凝  

より反射乱射魔の占める割合が多く，したがって反射率  

の低い黒色シートが有効であった。  

（3）ハウス内空気の温度は，炎熱衝からの熱伝達によ  

り上昇するので，ハウス内炎熱耐の温度も考察した。塵  

色シートの温度が他の蘭よりも著しく商い倦を示した。  

またシートを置くことによる水分増加の防止効果を渥度  

測定から求め，盛回帰式で来した。シートの無いときハ  

ウス内空気の水分は増加するので，その効果が示された。  

（4）炎熱効率を従来の方法で求めると同時に，附則こ  

しかも矧時間で求まるハウスコレクタに適した非定常的  

な測定方法を捷案した。  

（5）塩ビハウスについて従来の方法で，FRPハウス  

について非窟常効率を求め結果を蕊酎騎式で表示した。  




